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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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究を、実地に行った例はほとんどない。 
 19 世紀、20 世紀のロシアにおいては、矛盾のない人間こそが、時代の要請だった。合理的に人間を理解すること
が、その時代の人間観の基本だった。アレクセイ・トルストイは、その時期のロシア人だが、そういう見方では、彼
を理解することができない。そういうことでは、一体、人間というものが理解できないのである。直前のことを、論
者は、アレクセイ・トルストイに即して論述しているとも言える。 
 本論は、アレクセイ・トルストイの作者論的研究という範疇に入るものだが、同研究は、ソヴィエト時代に出版さ
れた、イデオロギーまみれの、政治的に捏造された資料を用いざるを得ない。彼の伝記等に関する資料は、同時代に
刊行されたものが、ほとんどなのである。そういう資料の解読は、事実の発掘の点で、困難な手続きを必要とする。 
 論者は、そういう作業を、労苦を厭わず、詳細に行っている。この点も、評価に価する。ただし、引用の、その仕
方、量－これらにもう少し工夫があってもよかったのではないか、という意見も出された。また、ロシア語の翻訳の
点で、もう少し慎重であってもよかったのではないか、という意見も出された。だが、総じては、その問題意識、行
われている考察の緻密さ－これらからして、最終試験共々、博士論文としても合格と、審査委員全員の一致した意見
として、判断した。 
